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計処理は SPSS Ver.23.0を用い， 5％未満を有意
差ありとした．
その結果，就業継続意思に関連がある要因は
「自分自身，家族，仕事，それぞれのニーズが同
時に満たされている（調整オッズ比0.11：95％
Cl 0.02～0.60）」であった．
今回の分析では， 3つのニーズをバランスよく
調和させて実現することが必要な要件であり，そ
のうちの 1つが欠落していても就業継続にはなら
ないことが明らかになった．言い換えれば，この
研究は，仕事と生活のバランスが継続的な雇用に
とって重要であることを明らかにした．
歯科衛生士の就業継続のために，管理者である
歯科医師は歯科衛生士のワークライフバランスを
考慮する必要がある．歯科衛生士自身が職務を遂
行し，家庭や地域社会における生活の各段階に応
じてさまざまなライフスタイルを選択し，実現で
きるようになれば継続的な就業につながる．歯科
医師，歯科衛生士の両者がそれらの要因を考慮す
る必要があることが示唆された．
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